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～ 5,000円未満が０％、7,000 ～ 10,000円未満が28.5％、10,000 ～ 15,000円未満が50％、15,000
～ 20,000円未満が０％、20,000円以上が7.1％、わからない（不明）が14.2％であった。また、
２年生は3,000円未満が０％、3,000～ 5,000円未満が０％、5,000 ～ 7,000円未満が6.2％、7,000
～ 10,000円未満が25％、10,000 ～ 15,000円未満が56.2％、15,000～ 20,000円未満が０％、
20,000円以上が０％、わからない（不明）が12.5％であった。全体では3,000円未満が０％、
3,000～ 5,000円未満が０％、5,000 ～ 7,000円未満が3.3％、7,000 ～ 10,000円未満が26.6％、
10,000～ 15,000円未満が53.3％、15,000 ～ 20,000円未満が０％、20,000円以上が3.3％、わから
ない（不明）が13.3％である（図─６）。
『ケータイ白書2008』によると、全国では3,000円未満が7.6％、3,000円～5,000円未満が19.8
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100回が21.4％であった。２年生は１～ 10回が64.2％、11～ 50回が28.5％、51～ 100回が０％



































100回が21.4％であった。２年生は１～ 10回が50％、11～ 50回が31.2％、51～ 100回が０％










































































































































































































































全体 80 10 10
81.2 12.5 6.2
78.5 14.27.1
宇留野諒子　佐藤啓子
─ 52 ─
わるい影響があったとする理由では、１年生では依存症になる、返信が遅れると相手に不快
感を与えている気がする、しつこいメールがある、などである。２年生では友達といるときに
携帯電話を使用されると不愉快である、夜遅くにも使える、言葉の行き違いがあることなどが
あげられた。
11．携帯電話は必要か
生活において携帯電話が必要かたずねたところ、100％が必要であると答えた。
理由としては、１年生71.4％、２年生75％で連絡手段としてがもっとも多かった。１年生で
は暇つぶしを理由としてあげるものも14.2％いた（図─14）。
Ⅳ．おわりに
この調査の結果、以下の点が判明した。
若い世代、特に18 ～ 19歳では、携帯電話はすでに生活の一部となり、その成長の過程にな
くてはならないものになっていることが明らかである。その使用目的の内容であるが、メール
の使用が１年生のときよりも２年生になると若干多くなり、次いで通話とインターネットの使
用が続いている。このことは、コミュニケーション・ツールとして、相手に容易に連絡を入れ
ることができ、なお、メールであれば相手の都合を妨げないという携帯電話の特性が若い世代
に受けていることを表している。さらに、相手の行動を妨げることなく、移動中にも数分で、
たとえば人と待ち合わせなどのときに現在地をメールで知らせるなどの重要なやりとりを相互
に行うことのできる点が、いそがしい現代社会を生きる若者の感覚とマッチしたのだと思われ
る。
１年生では親が携帯電話の代金を払っている場合が多いが、２年生になると代金の支払いは
親がするものと自分がするものに約半々にわかれる。実際の使用代金は10,000 ～15,000円未満
の学生が約半数を占めているが、時給850円程度のアルバイトを６時間行ったとしてもそのア
図─14　生活上、携帯電話が必要な理由
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ルバイト料では携帯電話の使用代金の半分にも満たず、このことは学生にとって大きな負担に
なっていると考えられる。
メールの頻度は、大部分の学生は毎日メールを使用しており、1日１～２時間程度使用する。
その時間は今までになかった青年期の現象として考えられ、また、携帯電話は若者の精神や文
化にどのような影響を与え、何を育てるかまた読書をしなくなったなど、この費やした時間が
何をもたらすのかなど今後の研究にゆだねたい。
つぎに、メールの相手は学外の友達が大多数である。大部分は同世代とのやりとりと考えら
れるので、人間関係において横のつながりが強く、その意見のほとんどを同世代間で解決しよ
うという若者の傾向と共通する結果が判明した。これは就職しても数年後迷いが生じたとき、
年長の人のアドバイスを受ける訓練がされていないが故に３年でやめる人が多いとされ、先行
きの展望を持てない若者たちと呼ばれる理由とも考えられる。携帯電話によって成立する人間
関係は、同世代など流行り言葉の通じる相手との関係は容易に成立するが、世代を越えては難
しいといわれる。原因は、この携帯電話でやりとりをする相手が同世代であると推察されるこ
とに関連性を持つと考えられる。にもかかわらず、彼女らの願いとしてはどのような世代の人
ともよい人間関係を持ちたいという気持ちが強くある。この点が、現実と理想のギャップとし
て絶えず彼女たちの不安定さをもたらしている。そして、彼女たちの一種の焦りとして、メー
ルの交換を常にしていないと安定できないという、やや携帯依存の傾向が見られる点が今後の
研究テーマとして残される。
【参考文献】
１）gooリサーチ（2006）、「子どもの携帯電話利用状況」に関する調査結果、gooリサーチ結果（No. 
108）、http://research.goo.ne.jp/database/data/000256/
２）博報堂生活総合研究所：中村恭子・原田陽平（2005）、10代の全部、ポプラ社、①p87、②p86
３）モバイル・コンテンツ・フォーラム（2007）、ケータイ白書2008、インプレスR&D、①p51、②
p44、③p54
４）小林哲生・天野成昭・正高伸男（2007）、モバイル社会の現状と行方─利用実態にもとづく光と影、
NTT出版、p33
５）辻大介（2003）、若者の友人・親子関係とコミュニケーションに関する調査研究概要報告書─首都
圏在住の16～ 17歳を対象に─、関西大学『社会学部紀要』、34、（3）、p373─389
